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　当社は総合建設業として昭和31
年9月に法人成りし今年で62年に
なります。祖父が創業し私で3代目
になります。鬼無里・戸隠から長
野市内を営業エリアとしています。
　当社は「自然にやさしく・人に
やさしく・やさしい仕事」に心が
け、平成22年にISO14001（環境）、
平成27年にはISO18001（安全）の認証を受けました。
　また、地域活動にも積極的に取り組んでいます。社員・
役員11人のうち4人が地元の消防団に所属し自然災害
や火事の時には仕事中でも消火活動等に駆けつけてい
ます。企業でのこの取り組みが認められ平成26年には
県知事表彰を受けました。
　今後も地域密着企業として地域に貢献していきたい
と考えています。

このまちに活きるこのまちに活きる
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創業40周年になる自転車店
です。先代から引き継いで15
年、地域の皆様に支持を頂戴
しながら家業を続けてまいり
ました。今春、店舗をリニュ
ーアルしたところです。
自転車やオートバイの販売
の他、パンク修理やタイヤ交
換等を中心に仕事をしており
ます。地元の中高学生のご家
庭や郵便局からのご依頼が多
いです。
今では、個人経営の自転車
店は、劇的に減っております。
大手のチェーン店と同じ土俵
では戦えません。地域のお客
様の目線で、安全安心をモッ
トーの商売をさせていただい
ております。
これからもしっかりと地域
に根付き、未来の経営環境の
変化に対応しながら、堅実に
経営して参りたいと思ってい
ます。

〒381-2221 長野市川中島町御厨1198-1
☎ 284-4448
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　当社の創業は古く、大正十五年に祖父
が七瀬に於いて旅館建築の大工から始ま
り、長野空襲により本家の土蔵（稲里）に
疎開し、父が会社を設立。今年で六十年
を迎えます。
　主に新築住宅・リフォーム等木造建築、
長野県や長野県警察本部などの公共工事
も施工させて頂いており、建築業全般を営
んでいる老舗会社であります。先代からお
世話になっている商工会を通じて、生まれも育ちも地元な
のでより大勢の地域の皆様と知り合うことができ、商工会
のメリットを実感しているところです。
 当社はお客様との信頼関係を重視し、今までの実績と技
術力で “顔の見える仕事を！” また、小さいことからコツコ
ツと地域に根付く会社を目指して誠心誠意努力致したいと
思いますので、皆様よろしくお願いします。

〒381-2211　長野市稲里町下氷鉋391-4
☎ 285-3217　fax 283-1256
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〒381-2851 長野市信更町氷ノ田2999-1
☎ 299-2416　fax 299-2138

〒381-4301　長野市鬼無里1614
☎ 256-2003　fax 256-3285

෌ాϞʔλʔε（ג）

更北支部

信更支部

川中島支部

鬼無里支部
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　地域の皆様に支えて頂き、当店
は町の車屋として半世紀をとうに
超える歴史を刻んできました。
　日々、お客さまの方から仕事の
ご依頼の電話を頂くことが多く、
とてもありがたく感じています。
　数名のお客様のご来店が重なる
と、ご近所、別々に暮らされているご親族、ご親戚、同級生、
また初対面といろいろな方々ですが、それぞれ楽しく会話
をされて心地よいひと時を過ごしていただいています。
　私どもも一緒にお話に花が咲き時間も気持ちも共有する
ことができます。
　これからも皆様のお役に立てるよう、この様な日々を大
切に店の経営に取り組んでいきたいと思っています。
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（更北支部会員）

　前回まで、主に「時短」に着目した生産性向上策をお伝えしてきましたが、今回からは、「売上アップ」のための考え方
をお伝えしていきたいと思います。なお、本来、本当に得たいことは売上アップではなく粗利アップですが、便宜上、売上
アップという言葉を遣います。

　今回は、誰もが知らなければならない「売上公式」というものをご説明します。早速ですが、売上というものを数式で表
現すると、次のような公式を導き出すことができます。

【売上】＝【客数】×【客単価】×【リピート回数】
　公式を見ての通り、売上を伸ばすためには、これら3つの項を大きくする以外に方法はありません。従って、すべての営
業活動は、これらの3項目のいずれかをアップさせるものでなければなりません。もし、これらの項目に寄与しない作業を
しているとしたら、それは意味のない行動ということです。実行中の作戦が有効かどうか、厳しくチェックしてみてください。

　次に、この数式を使いこなすための注意点を少しだけお伝えします。

① 客数について
　客数を増加させるために、いろいろな営業活動、販促活動をしていると思いますが、当社の経験上、意味のない活動をい
くつもやっている会社が多いです。あれもこれもやりたくなる気持ちはわかりますが、全部が中途半端になっては客数の増
加が見込めません。まずは一番成果が上がると思われる、2つ程度のことに集中して取り組んでください。例えば、無意味
なSNS運用、ターゲットが見ていない媒体への広告出稿などは、今すぐ停止すべきです。

② 客単価について
　客単価をアップさせるには？　と聞くと、商品・サービスの追加や改良など、大きなことをイメージする方が多いですが、
その前にもっとやれることがあります。具体的には、見せ方や売り方を工夫してみることが考えられます。例えば、提供し
ている商品価値を細分化してしっかり広告や営業でアピールするとか、商品をパッケージ化あるいはセット販売するなどで
す。

③ リピート回数について
　リピート回数を上げるためには？　と考える前に、まずは、顧客が流出するマイナス要因（不満）を特定してください。
これをしっかり解決しないと、顧客が貯蓄されるような状況はそもそも作り出せません。例えば、品質に問題があるとか、
顧客対応が良くないなどの、正当なクレーム（不満）から逃げてはいけません。

　さて、上記は主に、BtoCの店舗ビジネスなど、いきなり顧客が来店するようなケースを想定しました。一方、BtoBの法
人取引など、契約前に営業や集客が必要なケースでは、売上公式にもう一工夫加えることができます。具体的には、下記の
ように、客数を見込み客数と顧客化率に因数分解して考えることができます。

【売上】＝【見込み客数】×【顧客化率】×【客単価】×【リピート回数】
　このように因数分解することで、

　・顧客になってくれる可能性のある見込み客を、どのように集めれば良いか？
　・一旦集めた見込み客を、高い確率で成約するためにはどうすれば良いか？

というふうに、更に細分化して考えることができるようになり、検討が深まります。一旦見込み客を形成するタイプのビジ
ネスをしている方は、こちらの式を使って取り組んでみてください。

　以上、今回の内容はいかがだったでしょうか。記事で触れた注意点や考え方の他にも、アイデア次第で施策は無数に作れ
ますので、是非、売上公式を活用してみてください。

売上アップのために、
「売上公式」を理解しよう

経経 営営 知知 識識 ച্Λ৳ば͢ϊ΢ϋ΢ ͦͷ�
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5

会員企業
紹介コーナー 若穂

支部

Ճ工੡඼ୈ �工৔಺ୈ �工৔಺

ຊࣾ工৔಺

ຊࣾ工৔಺

長野・須坂インター線

至上越
至須坂

ຊࣾ

ΏーͺΕ͋

須
坂
長
野
東
I
C

至
東
京
・
名
古
屋

上
信
越
自
動
車
道

長野・須坂インター線

至屋島橋・長野駅

至上越

須
坂
長
野
東
I
C

至上越
至須坂

第2工場

須
坂
長
野
東
I
C

至
東
京
・
名
古
屋

上
信
越
自
動
車
道

ຊࣾ工৔ɿ˟ ��������� ௕໺ࢢएึ໖಺ ������� 5&-������������ɹ'"9������������
ୈ �工৔ɿ˟ ��������� ௕໺ࢢएึ໖಺ ����� 5&-������������ɹ'"9������������

有限会社 前
ま え

角
ず み

製
せ い

作
さ く

所
し ょ

　

当
社
は
、
上
信
越
自
動
車
道
、
須
坂

長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
南
へ

約
1
㎞
の
本
社
工
場
と
さ
ら
に
西
へ

1
㎞
の
第
2
工
場
の
2
カ
所
に
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
機
械

金
属
加
工
業
の
会
社
で
す
。

　

昭
和
38
年
に
創
業
し
、
55
年
余
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の

油
圧
バ
ル
ブ
・
油
圧
制
御
部
品
を
手
掛

け
、
10
数
年
前
よ
り
航
空
機
部
品
の
加

工
ま
た
住
宅
地
盤
調
査
用
機
器
に
つ
い

て
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、当
社
の
魅
力
・

技
術
力
等
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
な
る
魅
力
づ
く
り
、
技
術
の
高
度

化
の
た
め
に
、
高
精
度
の
複
合
機
械
の

導
入
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
で
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
融
合
・

補
完
関
係
の
構
築
を
図
り
な
が
ら
、
労

働
者
不
足
の
解
消
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
技
術

継
承
等
、
独
自
の
高
度
な
技
術
を
習
得

し
、
お
客
様
の
要
望
に
お
応
え
し
な
が

ら
次
の
時
代
に
つ
な
が
れ
ば
と
日
々
邁

進
し
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ຊࣾࣾ԰

昭和 38年の創業以来、油圧部品の製造に携わり、
基幹産業の一役を担ってきました。
　　品質は、会社の「命」
　　　　コストは、会社の「実力」
　　　　　　納期は、会社の「信頼」
　当たり前のことを愚直に続ける企業でありたい。

IUUQ���XXX�NBF[VNJ�DPN�

୅දऔక໾
લ֯çࠓேొ
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女
性
部
で
は
、
9
月
27
日（
木
）に

部
員
の
研
修
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

七
二
会
・
信
更
・
大
岡
支
部
周
辺
を
訪

れ
ま
し
た
。
当
日
の
朝
は
、
台
風
の
影

響
で
雨
が
降
り
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
次
第
に
雨
も
上
が
り
、
長
野
市

商
工
会
が
発
足
し
て
か
ら
の
支
部
女
性

部
九
つ
の
地
区
を
巡
る
地
域
探
索
は
今

回
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
43
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
七
二
会
支
部
の
新
屋
フ
ジ

バ
カ
マ
園
を
訪
れ
、
小
さ
な
ピ
ン
ク
色

の
可
愛
ら
し
い
花
畑
に
舞
う
「
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
蝶
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
蝶
が
飛
来
す
る
場
所
を
整
備

し
て
い
る
地
域
の
方
か
ら
、
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
蝶
は
日
本
列
島
を
横
断
し
、
さ
ら

に
沖
縄
や
台
湾
ま
で
二
千
キ
ロ
以
上
を

飛
翔
す
る
蝶
だ
と
い
う
話
し
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。 

　

大
岡
支
部
で
は
、
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
「
芦
ノ
尻
道
祖

神
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

十
年
二
月
の
長
野
冬
季
五
輪
の
閉
会
式

に
登
場
し
た
こ
と
で
ご
存
知
の
方
も
多

く
「
一
度
観
た
か
っ
た
」
と
の
声
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
芦
ノ
尻
道
祖
神
保
存

会
の
方
か
ら
、
各
戸
か
ら
持
ち
寄
っ
た

し
め
縄
で
道
祖
神
の
石
碑
に
飾
り
付
け

る
こ
と
は
明
治
初
期
か
ら
始
ま
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
疾
病
な
ど
に
対
し
て
の

村
の
守
り
神
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
作
ら
れ
た
道
祖
神
を
守
り
継
承
し
て

行
き
た
い
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、

訪
れ
た
樋

知
大
神
社

は
、
聖
山

の
中
腹
、

ブ
ナ
林
に

囲
ま
れ
た

神
社
で
、

古
く
か
ら

水
の
神
様

と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
参
道
の
奥

本
殿
裏
手
に
あ
る
「
お
種
池
」
を
見
て

き
ま
し
た
。
池
の
真
ん
中
に
は
石
祠
が

祀
ら
れ
、
今
も
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
湧

き
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
手
を

入
れ
て
み
る
と
池
の
水
は
冷
た
く
、
凛

と
し
た
空
気
や
静
け
さ
で
厳
粛
な
気
持

ち
と
な
る
場
所
で
し
た
。

　

最
後
に
、
信
更
支
部
に
あ
る
「
秀
平

鍛
刀
道
場
」
を
見
学
し
作
刀
に
励
ん
で

い
ら
っ

し
ゃ
る
根

津
さ
ん
か

ら
、
刀
を

作
る
工
程

を
聞
く
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

日
本
刀
が

出
来
上
が

る
ま
で
に
は
、
材
料
と
な
る
砂
鉄
と
砂

を
混
ぜ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
一
塊
と

な
っ
た
も
の
を
1
3
0
0
度
の
高
熱
で

熱
し
こ
れ
を
打
ち
延
ば
し
、
折
り
返
す

鍛
錬
と
い
う
工
程
で
適
度
な
粘
り
と
硬

さ
に
し
、
そ
の
他
い
く
つ
も
の
行
程
を

経
て
約
一
ヶ
月
半
も
の
長
い
期
間
が
必

要
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
実
際
に

玉
鋼
や
日
本
刀
の
形
に
な
っ
た
物
に
触

れ
「
想
像
以
上
に
重
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

普
段
あ
ま
り
訪
れ
る
こ
と
が
な
い
場

所
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

の
良
さ
を
再
認
識
し
た
視
察
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

視
察
研
修

女
性
部

ΞαΪϚμϥ௏

৽԰ϑδόΧϚԂ

おछ஑

लฏ஁౛ಓ৔Ͱ߯ۄΛ৮ΔࢀՃऀ

อଘ会ͷํʹΑΔѶϊ৲ಓ૆ਆͷઆ໌

੟ࢁύϊϥϚϗςϧͰன৯
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会員会員さんは会員さんは
こんな人こんな人

かいいん

ひと
趣味紹介

中条支部

三味線や篠笛を演奏できる人もおらず、
くわえて過去に楽器に触れたことすら
ない私が三味線を担当するんですから
（笑）。困難を伴うチャレンジになるこ

とは容易に想像がつきます。きっ
と、誰かがやらねば地域の宝が失
われてしまう、という危機感が背
中を押したのでしょう。
　三味線は初めて触れたからこ
そ新鮮な感覚がありました。しか
し、指は動かないしバチは糸に当
たらないしで最初は苦労の連続で
した。それでも約7カ月間の特訓
を経て、その年の地区最大のイベ
ント「第 3回むしくらまつり」で
は、仲間と共に踊り衣裳・三味線・
篠笛にフルートが加わって一新した
「西山小唄」を披露することができ

ました。

�ͦ のʮ੢ࢁখӖʯΛࢦಋ͞Ε͍ͯΔͱ ʁ͔
　はい、中学校の総合的な学習の時
間に地域の伝統芸能として、特に三味
線と篠笛を指導させてもらっています。
実は私が三味線を始めた翌年に声を掛
けていただいたので、力不足による不
安を抱えてのスタートではありました。
でも、周囲の協力を得て何とか続けさ
せてもらい、今年で 9年目となりまし
た。当初は私自身も勉強中でしたので、
生徒さんと一緒に基本から学ぶことが
できたように思います。
　また、彼らを指導することで発見や
学びを得られたため、「西山小唄」の
特長や魅力の深い理解・習得につなが
りました。何より、子どもたちが伝統
芸能に触れ、自分で演奏する喜びや「や
ればできる」という満足感を感じても
らえることが嬉しいです。

ຯઢͱのग़ձ͍͸ʁࡾ
　私の趣味の「三味線」というの
は、中条地区の伝統芸能である「西
山小唄」を演奏・披露する、とい
う意味です。始めた理由は「西山
小唄」を残したいという想いと伝
承させなければ！ という使命感で
した。そして、そもそもそのよう
に考えるようになったきっかけは、
平成 21年の長野市との合併でし
た。合併により村の名はなくなっ
ても、地域が誇る財産は守り続け
たい、私たち自身が地域の宝もの
を次代に伝えてゆくべきだ、と感
じたからです。

大͖ͳ௅ઓͰͨ͠Ͷɻ
　そうですね、簡単なことではな
いとは思いました。なぜなら当時、
行事等で耳にする「西山小唄」は
レコードを流したものでしたから、

の໨ඪ΍ເ͸ʁޙࠓ
　三味線・篠笛はもはや趣味の領域
を超えたライフワークのようなもの
になっていますね（苦笑）…そうした
中でも、例えば篠笛にもチャレンジ
するようになって、最初は音すら出せ
ずに苦しんだとしても、練習を重ね
るうちに目の前の霧が一気に晴れる
ような瞬間がふと訪れるんです。そ
の感覚は純粋に心地よく、技やコツ
を習得する醍醐味もあります。
　ただし、「西山小唄」に限らず、現
在取り組んでいる神楽囃子や獅子舞
にも言えることなのですが、後継者
の育成は大きな課題で、他の地域の
皆さんも大変苦労されています。ま
ずはこの課題解決の一歩として、先
人の魂がこもった伝統芸能・行事を、
地域の皆さんに広く理解してもらえ
るような活動とコミュニケーションを
実践してゆきたいです。
　ところで、伝統芸能とは別の話に
なりますが、「西山小唄」を通じて
音楽や楽器に触れる機会に恵まれた
ので、他の楽器にも挑戦してみたく
なりました。私の3人の子どもは中
学・高校と吹奏楽部に所属していま
したから、お願いすればきっと教え
てもらえると思うんです。そうしてい
つか、それぞれに好きな楽器を選ん
で家族合奏ができたらそれも最高で
すよね！

   VOL.5    青木忠造 氏
衣料ショップあおきや代表／
まごころ整体施術院整体師／
長野市商工会中条支部前支部長　
「感謝と信用」がモットーの地域密着
型衣料店と理想的な筋肉バランスを
意識した整体院（予約制）。

青木 忠造氏
（あおき・ちゅうぞう）
昭和30年 長野市中条生ま
れ。故郷を離れて暮らしたの
は、家業を継ぐために県外で
修業に励んだ3年間のみ。20
年超続けている謡曲にも熱心
に取り組む多忙な日々だが、
「目標があれば何とか頑張れ
るものです」と笑顔だった。

ॴࡏ஍ɿ௕໺ࢢத৚ ������
5&-ɿ������������

西山小唄と三味線

ͯʹΓࡇ෦商工ࢧ

தֶߍͰͷࢦಋ෩ܠ

௕໺ࢢਙ۟Ի಄ަྲྀ会ʹͯ
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秋のイベント情報秋のイベント情報秋のイベント情報

※詳しくは各商工会へお問い合わせください。

　期日：10月28日（日）　
　場所：荒倉キャンプ場

◇ 第60回鬼女紅葉祭り（戸隠）

　期日：11月3日（土）
　場所：道の駅中条

◇ 第12回信州むしくらまつり（中条）

　期日：11月18日（日）
　場所：中条公民館

◇ 第35回中条商工祭り・
　 中条地域産業フェア（中条）

　期日：10月28日（日）
　場所：長野市大岡支所前

◇ ひじり三千石収穫祭（大岡）

　期日：10月31日（水）～ 11月25日（日）

　▪お焚き上げ・前夜祭
　　期日：10月30日（火）
　　場所：戸隠神社中社広庭

　▪戸隠蕎麦献納祭
　　期日：10月31日（水）
　　場所：戸隠神社宝光社

◇ 第49回戸隠そば祭り（戸隠）

H30.6.28 ～ H30.9.26 までに入会された方々です。（敬称略）新入会員を紹介します

事業所名 業　　種 代表者名 住　　所 支部名

一本堂長野稲里店 パン小売業 小 泉 吉 洋 長野市稲里町中央4-5-22 更　北

編

集

後

記

例
年
よ
り
も
早
く
始
ま
っ
た
暑

い
夏
も
よ
う
や
く
過
ぎ
去
っ
た
も
の

の
、
地
震
や
台
風
に
よ
る
被
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き

て
、
京
都
大
学
の
本
庶
佑
特
別
教
授

の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。記

者
会
見
の
場
で
は
、
研
究
成

果
を
基
に
開
発
さ
れ
た
治
療
薬
に
よ

り
肺
が
ん
が
治
っ
た
と
感
謝
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
周
囲
の
方
々
へ
の
感

謝
を
口
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
感
謝

と
い
う
こ
と
で
は
、
仕
事
の
成
果
が
、

人
か
ら
の
感
謝
に
結
び
付
い
た
と
き

に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
、
と

お
聞
き
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

感
謝
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
そ
の
仕

事
に
打
ち
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
わ
け

で
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
そ
の
仕
事

が
、
こ
つ
こ
つ
と
地
道
に
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
も
あ
る
場

合
、
感
謝
に
よ
る
喜
び
も
ひ
と
し
お

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
仕
事
の

成
果
・
結
果
が
出
る
ま
で
の
期
間
の

長
い
、
短
い
の
差
や
仕
事
の
内
容
は

様
々
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
々
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
仕
事
を
す
る
こ
と
の
尊
さ
・
喜

び
に 

改
め
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が

で
き
た
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　最低賃金制度は、最低賃金法に基づき、国が賃
金の最低額を定め、使用者は、その金額以上の賃
金を労働者に支払わなければならないとされてい
る制度です。
　長野県内の事業場で働く全ての労働者と、労働
者を一人でも使用している全ての使用者に適用さ
れるʮ௕໺࠷ݝ௿௞ۚʯが、ฏ੒30೥10݄1೔
͔らֹ࣌ؒ�21ԁʹվਖ਼されました。
　この機会に、是非、支払われている賃金を適用
される最低賃金額以上であるか確認してみてくだ
さい。
　なお、最低賃金の対象となる賃金は、通常の労
働時間・労働日に対応する賃金で、臨時に支払わ
れる賃金、精皆勤手当、通勤手当及び家族手当な
どは含まれません。
　また、賃金の引上げに向けた中小企業への支援
制度（業務改善助成金の支給）がありますので、
是非ともご活用ください。

▶最低賃金制度に関するお問い合わせは

ὸ026ô223ô0555
▶支援制度等に関するお問い合わせは　

ὸ026ô223ô0560

長野県内の最低賃金のおしらせ




